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技術相談 

提供可能技術： 

・材料合成（各種めっき法、ゾル-ゲル法、マイクロプローブによる液中成長） 

・材料評価（磁気光学、電気光学、固体電極の電気化学実験、X 線・放射光実験、SPM 実験） 

・計測法（光学実験のソフト・ハード制御） 

 

 
研究内容：  

研究領域 

（１）磁性体（金属，酸化物），誘電体（酸化物），半導体（導電性高分子）の薄膜や微粒子を合成 

（２）複合材料等の異種相の界面に発現する現象を材料機能性へ応用する研究 

（３）光学実験・電気化学実験を中心とした，材料の機能性評価と,これに付随する，装置開発，計測法・解析法開発   

 

研究手法 

秋田高専の実験室では，各種化学合成法による試料作製のほか, 

（１）可視光・近赤外光領域の，磁気光学効果・電気光学効果を光の旋光性や強度を計測するハードとソフトのシステム

の構築 

（２）高分子等凝縮系物質の複屈折特性を可視化するための偏光レーザ干渉法、表面プラズモン分光(SPR)法計測シ

ステムの構築 

（３）マルチフェロイック材料の磁気分極，電気分極に基づく，磁歪効果，誘電歪，圧電歪等を制御する機能性材料開発 

（４）各種電気化学計測（i-V 計測，QCM 計測，EIS 計測）法と，各種マイクロプローブ計測（STM，AFM，MFM，EFM）法

とにより，金属，酸化物，高分子，およびこれらの複合体のナノ領域の電極反応と，ピエゾ応答による誘電体の電気分

極反転との制御 

（５）XRD（X 線回折）法による，結晶構造解析に加え，KEK や SＰring-8 などの放射光実験施設での，XMCD（X 線磁気

円二色性）実験，XRMS（X 線共鳴磁気散乱）実験 

 

提供可能な研究・技術の根拠となる成果  
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

プローブ走査型顕微鏡（Agilent Co. Ltd., 5100 型 AFM/SPM シス

テム） 
分光エリプソメーター（大塚電子，FE-50S） 

電気化学計測装置（北斗電工製装置＋PC 制御自作システム） 可視領域磁気光学効果・電気光学効果計測装置（自作装置） 

  

  

  

 


